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西ジャワ ・ プリアガン高地に

おける水稲耕作

—若干の人類生態学的観察ー一

五十嵐 忠 孝
＊

は じ め に

筆者は， ィンドネツア共和国西ジャワ州プリアガン高地の1山村に， 過去2
1) 

回， 比較的長期にわたって滞在する機会を得た。 この間， 筆者は村人に多くの

「なぜ？」を発した。村人の答えは矛盾し， 理解に苦しむことも少なくはなか

ったが， 農耕の実際をはじめて見る筆者は， 村人とのこうした会話を通して，

実にさまざまなことを教わることができた。

本稿では， このうち水稲耕作について， その概要を報告するとともに， 2'

3の点につき華者の考えを述べてみたい。 もとより， 水稲耕作についての筆者

の賎察は体系的なものではなく， 従って， 本稿も水稲耕作をめぐる若千の側面

についての覚え沓き的なものにすぎない。

筆者が滞在したのほ， オラソダの統治時代から紡績の町として知られるマジ

ャラヤ (Majalaya) から， 徒歩で 1 時間半あまり山手に入った所にあるサラ

ムンカル (Salamungl,al) と呼ばれる kampung (部落）である。 この部落の総

世帯数は約300であるが， 10~50世帯の I珈bur (集落）に分かれており，各集

落はサラシ ー山 (Salasih: 標高 1, 194m) の山腹から北へ延びたゆるやかな尾

＊ いがらし ただたか， 京都大学東南アジア研究セソクー
1)この調査は， 日産科学振興財団の研究補助金による「インドネシア人類生態学調査

―とくに村落住民の生計維持機構と人口現象j (代表者：群馬大学医学部公衆衛生学
教室教授・鈴木庄亮）の一部として行なわれた。
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13) 

なので， 地主と小作人は刈り取り作業による収穫高から収穫労働者への報酬と

種籾（これは小作人が予め取っておく）を差し引いた残りを折半することにな

る。

収穫作業(gacong)の時， 未熟のため刈り残された稲穂は， やがて登熟する

と経営主（女）が刈り取る。 この作業をngagempelan (遅れ穂刈り）という

が， この時， 稲穂は止葉の付け根の下でなく， 穂首節間で切り取られる。 この

稲穂は短いので稲束とはせず， 袋またはかごに入れて持ち帰られる。小作水田

の場合， 遅れ穂刈りは小作人（女）が行なうが， これによる収穫は地主と折半

する必要がなく， すぺて小作人の取り分となる。

遅れ穂刈りをする頃， ガル ー ト県から峠を越えて多くのガチョウ使い(tu­

kang m酎）がやって来る。 彼等は1人で200~300羽を引きつれ， 相当広い範

囲を収穫後の水田を求めながら移動し， 水田の経営主の了解を得て（通常， ぉ

礼としてガチョウの卵を少し与えて）水田の落穂を食ませる(ngangon mもri)。

水田の経営主は， ガチョウの糞により水田が肥えるためこれを歓迎する。

サラムンカル部落ではあまり盛んではないが， 遅れ穂刈りのあと， ただち

に畦ぬり・荒起しを行なった水田で田植えまでの約40日間， 稚魚を養殖する

(1梃Zak burayak)者もいる。

この頃には， すでに次の苗代準備が始まっている。

Ill 稲作周期

第lll章以下ではサラムンカル部落で観察された水稲耕作について2~3の側

面をとりあげる。 まずこの章では， 稲作周期にかかわる問題として，(I)各世帯

が同一の農作業を同一時期に行なうこと，(2)水稲耕作は降水の季節的多謀とほ

関係なく行なわれていることの 2 点につき， やや詳しく紹介してみたい。

サラムンカル部落の各世帯は， 同一の製作業をほとんど同時期に行なう。部

13) ただし， 小作水田を畑1こして裏作(malawija)をすると， 加irt/!lu (小作人の取り分 3

分の])が適用される。
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hilir (マジャラヤなどバンドン盆地の平坦部）のように， それぞれの家が作

付けをずらせば農繁期の人手不足も端境期の米の値上がりもなくなるではない

か？」という問いかけを機会あるごとに行なってみたが， 「そんなことをした

ら， 鼠の大襲撃(ngagembrongまたはnapnk)を受ける」というのが村人の決

まった説明であった。村人の中には， 鼠だけでなく， 病虫鳥獣害一般(hama)

が発生しやすくなると語る者もいる。

筆者と村人がこのようなやりとりをしたのほ， サラムンカル部落を初めて訪

れた1979年の時点である。 その後， サラムンカルのごく一部の者が高収紐短稗

品種を試みた結果，村人の懸念していた事態が発生することになった。 以下に

高収批短稗品種瑶入の顛末を記そう。

筆者がこの地方を初めて訪れた当時 (1979年）， バソドソ平地などでは少し

も珍しくなくなっていた高収批短稗品種は， サラムンカル部落とその一帯では

まだまった＜栽培されていなかった。 村人は当時， 「ここしまhilir (平地部）

と違って水が冷いからparepゑndek c高収蓋短稗品種の総称）は適さない。 だ

から植えるつもりはない」と語っていた。 ところが 2 年後の1981年， 筆者がこ

の地方を再ぴ訪れた際には， 山手の水田にも新品種がかなり植えられていた。

サラムンカル部落においても新品植栽培が試みられていたが， わずか3人が経

営水田の一部に植え付けているのみであった。 この3人のうち，最も早く新品

種を採用した者は， ちょうど 4 回目の栽培を行なっているところであった。 と

ころが前3回の収抽しま， いずれも「夙の喰い残し(ti/as beurit)を刈 っただ

け」の惨阻たる結果に終ったという。

鼠は， 従来ならぼ， 稲がgi!de pareと呼ばれる生育段階に達する頃から畦

の孔に集まり始めたが，新品種の栽培を始めてまもなく多数の鼠が周年住みつ

くようになり，新品種が ‘‘食べ頃"Iこなるとたちまち被害を受けるだけでな

く， 在来種へも甚大な被害が及び始めた。 このため新品種栽培ほ次々に中止さ

れ， 1982年 4 月始めの刈り取りを最後にサラムンカルで新品種を栽培する者は

1人もいなくなってしまった。 このような事1肯しま， 当時サラムソカル部落一帯

でも同様で， 「やはり在来のやり方に戻らなければならない」(balik s細11/a)
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と村人が語るのをしばしば耳にすることができた。筆者がサラムンカル部落を

もっとも最近訪れたのは1983年4月であるが， その後再び新品種を採用してい

る者はいなかった。

新品種の栽培が失敗とわかって以来，新品種を試みた3人に対する村人の評

価はかんばしくないようだ。 このような評価があることを知ってか， 3人のう

ちの1人は， 稲作周期を乱さないような配應を十分にしたと主張する。すなわ

ち， 村中の在来種がrampak (一斉に出穂する段階）になる頃，新品稲もまた

rampakになるように植え付けを遅らせたという。 この村人は， ところがあと

の2人はこのような配慮をせず， はじめは在来種と同時に植え付け， その後は

刈り取りのあとただちに植え付けることを繰り返えしたので， この村の稲作周

期がすっかり狂ってしまったのだと説明する。

以上に述べたサラムンカルにおける高収最短捏品種導入の顔末とこれに対す

る村人の説明が示唆するように， 伝統的に稲作が一斉作業として行なわれて来

たのは， 病虫鳥獣害， とりわけ鼠害の発生を回避し，あるいは発生した場合で

もその被害を分散させ， 各水田の受ける損失を最少にする意図に基づくよう

に思える。 前章で触れたように， 稲の植え付けが人より遅れること(kapan­

deurian), 時期はずれになる こ と(kaselangan)を回避するため耕起を1回

に省略したり， 耕起から代掻きまでの放置期閥をはしょったり， あるいは他人

の苗代の一部を借用するなどして時期に間に合わせようとするのは， このため
15) 

であると考えられる。

さて次に作付けのタイミング， とりわけ作付けと降水の季節的変化との関

係について述ぺてみたい。

築者は当初， サラムンカル部落では雨季と乾季にそれぞれ1回ずつ稲の収穫

が行なわれていると考えていた。 この理由は，村人が稲の収穫は1年に2回で

あると述べたこと，pare ngawuku (雨季稲），pare 1110厄kat(乾季稲ー一これ

15) 稲の虫害·鼠害対策としてでなく，水田マラリアの媒介蚊である A加Pheles aconitus

の発生予防のため稲作周期を同時化するような指達が行なわれるのも， 同じ理由からで
あろう[OVERBEEK et al. 1937:26-38; 山口1943:22-24]。
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田（雨季にのみ稲作可能ー一乾季には， 通常裏作malawijaが行なわれる）で

は， 当然のことながら， 雨季の始めに播稲， 雨季の終りから乾季の始めにかけ

て）収穫というような降水の季節的変化に対応した周期性が見られる。

サラムンカルの村人が耕作する水田には， 雨季作田がないわけではないが，

その多くは通年稲作田である。しかし， すべての通年稲作田には常に稲の作付

けがされているかというとそうではなも実際には畑地化して， 比較的生育期

間の短い畑作物が裏作されることもある。 裏作の行なわれる水田は， 村人 が

sawah liJdog (通年稲作田） と分類する水田の中でもあまり条件のよくない水

田であることが多い。 すなわち乾季には水掛かりが悪化し， 稲作を行なうこと

ができてもその作柄に不安のあるような水田である。 このような水田では，作

付け時期が降水の季節的変化のどの位相に来るかにより， また，年ごとに異な

る乾季のきびしさの程度により， 稲を植えつけるかあるいは衷作をす る か の

微妙な選択が行なわれ，裏作の方が有利と判断されれば， 哀作が行なわれるこ

とになる。 裏作を行なった後は再び稲が梱え付けられるが， 植え付けのタイミ

ングには他の水田と稲作周期を合わせるような配慮がされる。こ のため， サ

ラムンカルで行なわれる裏作は， 雨季作田におけるそれは別として， ある年に

は行なわれるが翌年 は行なわれないというように， また， その開始時期は稲の

刈り取り時期に左右されるというように，大変不規則に行な わ れ ること に な

る。

IV 水稲の品種群

多くの農学関係書はジャワ島の在来種をプル 一種とチュレ種という2大品種

群名で紹介している。 ところが村人によるニミックな分類では， 在来の稲は3

つに分けられる。

pareは， 広義には陸稲を含むすべての稲を意味するが， 村人の分類に従う

と第5図に示すような品種群に分かれる。すなわち， pare sawah (水田の稲）

またはpare lc,11如r (集落近くの稲）と呼ぼれる水稲は， 穂刈りのあと稲束に
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第5図 サラムンカルの村人による稲の分類

第 2 表 水稲の 3 品種群の主な特徴

pare gid6 ce-re , segon 

1. 刈り取り法 ranggeny ranggeuy heucal, 
2. 貯 蔵法 geuge硲 geugei応 bangsal 
3. 脱 粒 性 難 易（枝梗ごと） 易（籾ごと）
4. 茫 ほとんどの品種あり なし なし
5. 耐 肥 性 強 弱 弱
6, 耐 旱 性 弱 強 強
7. 耐病虫性 弱 強 強
8_ 耐捌伏性 強 弱 弱
9. 生育期間 （第 3 表および第 4 表を参照）

10, 感 光 性 なし なし あり
11. 種子休眠性 なし なし なし
12. 食 味 put紐 sesegjmorolok 脱ar

して貯蔵するpareranggeuyanと， 刈り取り後ただちに脱穀して籾状態で貯蔵

するparejaba (またほpare bubukともいう）の2品種群からなる。 さら1こ

pare ranggeuyanほpareg函teとci!炒とに， parejabaはS呟Oilとpare

pend緑（高収誠短稗品種に対する総称）とに， 各々分かれる。 ここでは， この

pare pみ遥kを除き， 村人がpare lokal (在来の種）またはpare jangkung 

（背の高い稲）と総称する3つの品種群， すなわち， paregi!de, cere, segon 

について論をすすめよう。

村人の説明による3品種群の主な特徴は第2表のように整理することができ

る。 これらの品種群ばまず刈り取りの方法が異なる。 ranggeuyとは， 第Il

章で述ぺたように， 穂摘みナイフで止葉の付け根の少し下で切り取った稲穂を











も少なくない。
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c扉とsegon は多くの点で似た性質を持つにもかかわらず，サラムンカル

で植え付けられている稲はpare glideとsegonの2品種群であるといってさ

しつかえないほどにCゑreの植え付け面戟は大変少ない。この理由として村人

があげるのは，segonの収穫後の調製が簡単なことである。 すなわちci!reは

pare lf<醒と同様に， 稲束を立て杵で拇いて， 脱穀・脱秤をlisung(長大

な木製の臼）で， 掘精をjubliig (小さな石臼）で，というように二重に手間

がかかる。その上，/is,mgがあるのは上図世帯だけであって， 近隣の10数世

帯がこれを入れ替りたち替り使うから，いつでも都合のよい時にlisungを使

うわけにはいかない。 これに対してsegonは踏みつけるなどすれば筒単に脱

殻することができるうえ，脱秤. t説者は小さな石臼ひとつでできるし，あるい

は精米機にかけることもできる。サラムンカルに初めて精米機が瑶入されたの

は1978年であったというが， それ以来，脱秤．拙緒の簡便さから cゑreの栽培

をやめ，segonに換える者が増えたという。

にもかかわらず現在でも小面腋ながらCもreが栽培されているのは， その食

味と香りを好む者がいるためだけでなく，初穂(ibupare)を刈り取る目的で
21) 

植え付ける者がいるためである。初穂をとるためにciireを栽培するのは経営

水田の小さい者で， その植え付け面戟もほんの 1 筆か 2 筆に限られる。 一般に

経営規模の小さい者ほど条件の劣る水田を耕作しているので，たとえ初穂を取

る目的であっても，作柄の不安から，pare gる必ではなくcii点が選ばれ るの

であろう。

20) 翁segの本来の意味は， 「物が詰っていっぱいの」，「（身体・建物などが）頑丈な」
などである [LBSS 1976:471; RwG 1862:443; SATJAmBRATA 1942:306]。 なお， Cと戌

メシについて用いられるもう1つの表現加rolok , ま， 粘り気が不足するという点では
延arと共通する意味を持つらしい。

21)初穂はpare gedeでもc箪でもよいが，segonを初穂とすることはできない。
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が， それぞれ1例みられたにすぎない。 paregi!deと涎'gon, あるいはce厄

と蕊goれを混ぜあわせるのほ， 脱粒性（従って脱殻方法）が異なるため不可

能であるという。 また， sigonどうしを混ぜあわせるのは， 品種による生育期

間の差が大きすぎるという理由で行なわれない。言うまでもなく， ウルチ種と

モチ種を混ぜあわすこともされない。

村人の述べるgaliwur栽培の利点は，(I)危険分散， (2)増収効果， (3)好みの

味を作りだす， の3つに分けることができる。

まず， 危険分散の効果は "untung ieu, untung itu" (連のよいのは， この品

種かも知れないしあの品稲かも知れない）という村人の意見に代表される。

ある品種の作柄が思わしくなくても， 他の品種が十分な作柄をもたらすことに

よって， 何らかの理由による壊減的減収を回避することができるというのであ

る。ある村人は， 具体的に強風に対する作柄の安定性を確保する手段として，

galiwttrを梱え付けると解説する。 rainpak (一斉に出穂）の段階で強風が吹

くと枇(I四 pa)がふえるので， 稲の出穂期が， 乾季の末期など風の吹きやすい

季節にぶつかることを村人は大変恐れるが， たがいに生育期間をわずかに異1こ

する品種を組み合わせたgaliwurを栽培すれば， 比較的長期にわたって出 穂

するので強風による被害は軽微なものとなる。

galiwur栽培しま， また， 増収効果を期待して， すなわち， 収誠をできるだけ

大きくする(supaya alus-alusan)方策であるとも説明される。 galiwur栽培

が， 翠ーの品種のみを栽培した時に較べ， 収誠において優る理由を， ある村人

は「稲穂が2層にも3層にもなるから」と解説する。 galiwurを構成す る 品

種のうち， 「わずかに短秤の品種はわずかにワセ(hawara)で， わず か に長

秤の品種はわずか1こオクテ(leuir)である」というから， 両品種間の出穂時期

のずれと草丈の差により， 開花期の稲穂がより有効に日照を受けるような効果

がもたらされるのだろうか。

別の村人は， また，galiwurのメシのウマサを強調する。 とりわけ描成品稲

のひとつがjidahのような香りを持つ品種である場合には， この理由がよく

聞かれる。経営水田の小さな村人はしぽしば栽培品種を換えるが， 「誰それの
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23) 

をめぐって， 従来いくつかの説明がなされているが，galiwur栽培と関述づけ

るとまた異なった説明が可能になる。 すなわち，gal畑叩栽培の利点はその構

成品種が生育期間をわずかずつ異にしていることに由来するのであるから， そ

の利点は鎌でなく， 穂摘みナイフを使用してこそ生かされることになる。村人

ぬgaliivur栽培を続ける限り， 穂摘みナイフの使用をやめるわけにはいかな

いのである。

参 考 文 献

CoLLJER, W. L. , SoENTORO, G. W1RADJ and MA訟LI
1974 "Agricultural technology and institutional change in Java." Food Research 

加titute Studies 13(2) :169-194. 
DEPARTEMEN PERHUBUNGAN, LEMBAGA METEOROLOGI dan GcoFJS!KA 

1969 Tjurah Hudjan Rata-Rata di Djawa dan Madura : Periode 193H960. 
DEPARTE,!EN PERHUBUNGAN, PuSAT METEOROLOGI dan GEOFJS!KA 

1971-79 Data lklim di Indonesia. 
DEPARTE,rnN PERHUBUNGAN, PusAT METEOROLOG! dan GcOFJSJKA 

n. d. Almanak 1979
DJOECHRON! 

1946 "Desa Pondokkaso-Tonggoh. " In : Beberapa Desa : Laporan Penjelidikan 
Pertjobaan Jang Dilakoekan dalam Boe/an Oktober 1916 dalam 8 Desa di 
Djawa. pp. 113-150. Djakarta : Kantor Penjelidikan Oemoem. 

DovE, M 

1980 "The use of the finger knife among the !ban." American Ethnologist 
7:371-373. 

loARASH1, T 

1983'、Seeking the dates of birth of children : An age-estimation method that 
combines dental age with indigenously expressed "time of birth" for use 
in Priangan, West Java." Proceedings of the Fourth International Sympo­

sium on Asian Studies, 1982. Vol. ill Southeast Asia. Hong Kong: Asian 

Research Service. 

加納啓良

1979 fパグララソ」アジア経済研究所．

23)たとえばCOLLIER et al. [1974]. DovE [1980], MILES [1979], 村井[1978: Ill-

113]など。







62 農耕の技術 7

その収砿はどの程度なのであろうか。 惜し えて， やはり同様の感慨をもった。本報告

いことに報告には収砿の記戟がない。 この の， やや煩瑣とも思えるほどの現地語表示

ために他の地域との比較1こ著しい困難が生 をも含め， イネと稲作をめぐる綿密な餓察

じてしまう。けれども文中には一部世楷を は在来殷法の重要な資料となろうし， その

除き米は自給できていないとあるから， お ような鍛察は長期滞在の研究者のみがなし

そらく位あたり5 tも6 tもとれる稲作で うる貴重な仕事であると思う。

はあるまいと思われる。低収と推察するも （岐阜大学股学部）

う一つの理由は穂摘みナイフの使用にある。

HoKI日983: 11-23) によると， 収紐段階

がある水準を超えると， 刈取所要労働凪の

増大を抑えるため， 穂摘みナイフ1ま鎌へと

代るとされている。おそらく収量が低い段

階で頭打ちとなったまま． 農法が際限なく

細密化していった結果をこの村の状態は示

しているのであろう。報告の末尾に あ る

「品種混合」も， 穂摘みナイフの使用を前

提とした農法の細密化の果て1こ生み出され

た一つの技術ではないだろうか。災習回避

のための品種混合例がペトナム〔平野 1968

: 78) やネバール (MORISH因A et al. 

1980〕で知られているが両者の背景ほ巽な

るものと考えられる。

かつて嵐〔1975) は「作季のことがよく

わかっておれば， その地方の稲作のほぼ全

貌をも推察しうる」と述べたが， このこと

は熱帯の稲作地帯でもそれなりにあてはま

るのではないかというのが， 東北クイで私

の感じているところである。 この報告での

稲作ほあまり1こも東北クイの天水稲作とは

かけ離れてはいるが， そのような遥いを超
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